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2022 年度実施方針  

 

ロボット・AI 部  

 

 

１．件 名：人工知能活用による革新的リモート技術開発  

 

２．根拠法  

国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構法 第十五条第二号及び第九号  

 

３．背景及び目的・目標 

わが国は少子高齢化に伴う生産年齢人口の減少に直面しており、働き方改革の促進と労働集約的・

対面主体である製造業やサービス業の労働生産性の向上が喫緊の課題である。加えて、今般の新型コ

ロナウイルスの感染拡大により、経済活動が制限され、働き方の変容に伴い課題が顕在化した。また、

国連サミットにおいて採択された持続可能な開発目標（SDGs）では、「誰一人取り残さない」持続可

能でより良い社会の実現に向け、すべての人々の完全かつ生産的な雇用と働きがいのある人間らしい

雇用を促進することが掲げられている。これらの社会課題に対する解決手段の一つとして、あらゆる

分野において、社会・経済活動が、空間・時間の制約から解放されたリモート環境で行えることが強

く求められており、人工知能（AI）技術やリモート技術は新たな社会・産業インフラとしての役割を

期待されている。  

このような状況の下、政府戦略においてもリモート化の推進は重要な政策の一つとして位置づけら

れている。例えば、「経済財政運営と改革の基本方針 2020（骨太方針 2020）」（2020 年 7 月閣議決定）

で、「新たな日常」構築の原動力となるデジタル化への集中投資・実装とその環境整備として、AI、ロ

ボットの導入推進、テレワーク定着、対面主義脱却などが標榜されている。また、「統合イノベーショ

ン戦略 2020」（2020 年 7 月閣議決定）においても、産業構造や働き方などのライフスタイルも含めた

社会基盤・ルールをデジタル化に対応させ、経済社会活動のサイバー空間への移動を最大限実現させ

る必要性などについて言及されている。さらに、「産業技術ビジョン 2020」（2020 年 5 月経済産業省

策定）では、ネットワーク接続と AI によってあらゆるデバイスが知性を宿す Intelligence of Things 

と人間能力の飛躍的拡張を支える技術群として、ロボティクス、センシング、XR、ブレイン・マシン・

インターフェース、言語の壁を取り払うニューラル機械翻訳等の重要性が高まることなどが述べられ

ている。  

本プロジェクトでは上記の状況を踏まえ、社会のあらゆる場面で活用されるリモート技術の基盤形

成として「人工知能活用による革新的リモート技術開発」を実施する。  

具体的には、遠隔における人や環境の状態を先進的なデバイスによって取得された情報を基に AI

を用いて推定する「状態推定 AI システムの基盤技術開発」、遠隔環境の状態を高い臨場感を伴って提

示することや AI を用いて必要な情報をデフォルメして提示する「高度な XR により状態を提示する

AI システムの基盤技術開発」に取り組む。  

上記の革新的リモート技術を、物理的接触が不可欠等の理由により従来の技術ではリモート化が実

現できず、今般のコロナ禍において経済的打撃を受けた産業を皮切りに、あらゆる産業に対して適用

することにより、グローバルな産業競争力の維持・向上に貢献する。  

  

【委託事業】  

○革新的リモート技術の基盤形成  

中間目標（2022 年度）  

・最終目標に向けた課題を抽出し、解決のための方策を具体的に提示すること。  

最終目標（2024 年度）  



2 

 

・本プロジェクトが対象とする基盤技術が実用化研究（実際の製品やサービスを開発するうえ

での技術的な課題を解決するための研究）を開始できる水準に達すること。  

 研究開発テーマのうち 25%以上の案件がプロジェクト終了後、連続して実用化研究に移行す

ること。  

・基盤技術の内容および得られる効果を、デモンストレーション等を通じて公開すること。  

 

４．実施内容及び進捗（達成）状況  

基本計画に基づき、プロジェクトマネージャーに NEDO ロボット・AI 部 外村  雅治を任命して、

プロジェクトの進行全体の企画・管理や、プロジェクトに求められる技術的成果及び政策的効果を最

大化させるとともに、以下の研究開発を実施した。  

東京大学先端科学技術研究センター原田達也をプロジェクトリーダーとした、以下の研究開発を実

施した。実施体制については、別紙を参照のこと。  

 

４．１ 2021 年度事業内容  

【委託事業】  

〇革新的リモート技術の基盤形成  

 

 状態推定 AI システムの基盤技術開発  

人の状態情報に加え、脳や自律神経などの生理情報を AI で処理・統合することにより、遠隔環

境の人の状態・感情を推定し効果的に認知する基盤技術の開発を行う。  

また、人の周辺環境の物理量を計測し、AI で人が認知する情報（視覚、聴覚、力触覚等）に対

応した情報に変換・統合することにより、遠隔環境の人の周辺状態を推定し効果的に認知する基

盤技術の開発を行う。以下の研究開発テーマを採択し、研究開発を開始した。  

「動作ユニット AI による人の感情推定とキャラクタの感情豊かな動作生成による遠隔コミュ

ニケーション環境の構築」  

 

 高度な XR により状態を提示する AI システムの基盤技術開発   

遠隔環境の状態を近傍者が臨場感をもって効果的に認知するために、伝送された情報を基に、

AI によって、人間の認知特性を利用した複数の感覚の組合せや目的に応じたデータのデフォルメ

を行って提示する基盤技術の開発を行う。以下の研究開発テーマを採択し、研究開発を開始し

た。  

「極薄ハプティック MEMS による双方向リモート触覚伝達 AI システムの開発」  

「Contact Reality の実現による遠隔触診システム開発」  

 

 状態推定 AI システム及び高度な XR により状態を提示する AI システムの基盤技術開発   

以下の研究開発テーマを採択し、研究開発を開始した。  

「遠隔リハビリのための多感覚 XR-AI 技術基盤構築と保健指導との互恵ケア連携」  

「AI・XR 活用による空のアバターを実現する『革新的ドローンリモート技術』の研究開発」  

 

４．２ 実績推移  

     

 2021 年度 

一般勘定（百万円） 470 

特許等出願件数（件） 0 

論文発表数（報） 2 

学会発表数（件） 0 

フォーラム等（件） 0 

※2021 年度は 2022 年 1 月時点の実績。 
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５．事業内容  

５．１ 2022 年度（委託）事業内容  

基本計画に基づき、プロジェクトマネージャーに NEDO ロボット・AI 部 外村  雅治を任命して、

プロジェクトの進行全体を企画・管理し、そのプロジェクトに求められる技術的成果及び政策的効果

を最大化させる。  

東京大学先端科学技術研究センター原田達也をプロジェクトリーダーとした、以下の研究開発を実

施する。実施体制については、別紙を参照のこと。  

 

【委託事業】  

〇革新的リモート技術の基盤形成  

「人工知能活用による革新的リモート技術」とは、先進的なデバイスによって計測された現場の人

や環境の情報を基に、AI 技術を用いて必要な情報を高い臨場感を伴って提示することで、遠隔環境の

状態を近傍者が認知し、的確な判断のもと必要に応じて操作・介入等を行うことを可能とする技術で

ある。特に遠隔環境の状態を認知・推定する技術は人間の感覚と密接に関連しているため、センシン

グした情報を人の認知特性を駆使した AI で意味づける「認知モデル」を形成することでリモート技

術をより広範囲な領域に適用することを目指す。選択したテーマのもとで、以下の技術の研究開発を

行う。  

 

 状態推定 AI システムの基盤技術開発  

人の状態情報に加え、脳や自律神経などの生理情報を AI で処理・統合することにより、遠隔環境

の人の状態・感情を推定し効果的に認知する基盤技術の開発を行う。  

また、人の周辺環境の物理量を計測し、AI で人が認知する情報（視覚、聴覚、力触覚等）に対応し

た情報に変換・統合することにより、遠隔環境の人の周辺状態を推定し効果的に認知する基盤技術の

開発を行う。  

 

 高度な XR により状態を提示する AI システムの基盤技術開発   

遠隔環境の状態を近傍者が臨場感をもって効果的に認知するために、伝送された情報を基に、AI に

よって、人間の認知特性を利用した複数の感覚の組合せや目的に応じたデータのデフォルメを行って

提示する基盤技術の開発を行う。  

 

これらの技術の主な適用先としては、対面主体の活動が前提の分野を主とする。例えば、個人の状

態に応じた指導やサポートが必要な実技実習分野、介護・リハビリ分野、相手の満足感を高める対人

サービスが必須である飲食業や観光業、及び労働集約的・対人主体の労働現場のある製造業を想定す

る。実用化にあたっては、生産性向上、働き方改革への対応、接客品質の向上、及び特定の人が行っ

ていた業務をリモート環境で実現するリモートシステムの構築を目指す。  

 

【調査事業】  

本プロジェクトでは、革新的リモート技術の基盤が形成されることにより、産業構造・社会基盤の

デジタル化が進展し、2035 年時点において 8 万人分の労働力に充当され、リモート技術の国内市場

の規模が 3200 億円に達することに寄与することをアウトカムとして設定している。  

成果最大化のため、必要に応じ調査事業実施を検討する。  

 

５．２ 2022 年度事業規模  

一般勘定 ５００百万円  

事業規模については、変動があり得る。  

 

６．事業の実施方式  
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本プロジェクトは非連続ナショナルプロジェクトとして取り扱う。  

 

 

７ . その他重要事項  

（１）評価の方法  

NEDO は、技術的及び政策的観点から、研究開発の意義、目標達成度、成果の技術的意義並びに

将来の産業への波及効果等について、技術評価実施規程に基づき、プロジェクト評価を実施する。 

 

（２）運営・管理  

NEDO は、当該研究開発の進捗状況及び中間目標の達成度合い、社会・経済的状況、国内外の研

究開発動向、政策動向、研究開発費の国保状況等、プロジェクト内外の情勢変化を総合的に勘案し、

必要に応じて目標達成に向けた改善策を検討し、達成目標、実施期間、実施体制等、プロジェクト

基本計画を見直す等の対応を行う。  

 

（３）複数年度契約の実施  

原則、2021 年度～2022 年度の複数年度契約を行う。  

 

（４）知財マネジメントにかかる運用  

「「人工知能を活用した革新的リモート技術開発」における知財マネジメント基本方針」に従っ

てプロジェクトを実施する。  

 

（５）データマネジメントにかかる運用  

「NEDO プロジェクトにおけるデータマネジメントに係る基本方針」に従ってプロジェクトを

実施する。  

 

７．スケジュール 

７．１ 本年度のスケジュール： 2022 年 

8 月  ・・・第 2 回テーマ審査委員会 

12 月   ・・・第 3 回テーマ審査委員会 

 

８．実施方針の改定履歴  

（１）2022 年 1 月、制定  
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（別紙） 事業実施体制の全体図  

「動作ユニット AI による人の感情推定とキャラクタの感情豊かな動作生成による遠隔コミュニケーシ

ョン環境の構築」実施体制  

 

国立大学法人東北大学  

 

研究項目：  

・動作ユニット定義  

・モーションキャプチャシステム開発  

・感情豊かな動きの自動生成  

プロジェクトマネージャー  

ロボット・AI 部  

外村 雅治  

株式会社 SRA 東北  

 

研究項目：  

・動作ユニット AI 作成  

株式会社冬寂  

  

研究項目：  

・キャラクタアニメーション  

の応用展開  

プロジェクトリーダー  

東京大学先端科学技術研究センター  

原田 達也  

NEDO 

委託  

再委託  再委託  
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「極薄ハプティック MEMS による双方向リモート触覚伝達 AI システムの開発」実施体制  

 

国立大学法人東北大学  

 

研究項目：  

・参照系 AI システム  

基盤技術の開発  

・リモート触覚伝達 AI 

システム基盤技術の  

応用検証  

プロジェクトマネージャー  

ロボット・AI 部  

外村 雅治  

国立研究開発法人  

産業技術総合研究所  

 

研究項目：  

・極薄ハプティック  

MEMS 基盤技術の  

開発  

委託  

オムロン株式会社  

  

研究項目：  

・極薄ハプティック  

MEMS 基盤技術の  

開発  

株式会社 Adansons 

  

研究項目：  

・参照系 AI システム  

基盤技術の開発  

プロジェクトリーダー  

東京大学先端科学技術研究センター  

原田 達也  

連名契約  

NEDO 

委託  

国立大学法人筑波大学  

 

研究項目：  

・リモート触覚伝達 AI 

システム基盤技術の  

応用検証  

委託  

委託  委託  
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「Contact Reality の実現による遠隔触診システム開発」実施体制  

 

国立大学法人  

東海国立大学機構  

  

研究項目：  

・情報統合&提示 AI 

・統合と臨床試験  

・遠隔触診評価  

システム  

プロジェクトマネージャー  

ロボット・AI 部  

外村 雅治  

国立研究開発法人  

理化学研究所  

  

研究項目：  

・触診 I/O デバイス  

・環境適応 AI 

委託  

株式会社エムティーアイ  

  

研究項目：  

・情報統合&提示 AI 

タッチエンス株式会社  

  

研究項目：  

・触診 I/O デバイス  

プロジェクトリーダー  

東京大学先端科学技術研究センター  

原田 達也  

連名契約  

NEDO 

委託  

豊田合成株式会社  

 

研究項目：  

・時間遅れ補正 AI 

・触診 I/O デバイス  

委託  

再委託  再委託  
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「遠隔リハビリのための多感覚 XR-AI 技術基盤構築と保健指導との互恵ケア連携」実施体制  

 

国立大学法人  

京都大学  

 

研究項目：  

・ケアプログラム  

作成・更新支援 AI 

システムの構築  

プロジェクトマネージャー  

ロボット・AI 部  

外村 雅治  

国立研究開発法人  

産業技術総合研究所  

 

研究項目：  

・MR3 デバイスによる  

身体機能詳細評価  

・ケアタスク実施状況  

を提示する XR-AI 

システムの構築  

・ケアプログラム  

作成・更新支援 AI 

システムの構築  

・常時計測による  

身体状態推定  

・  

委託  

セイコーエプソン  

株式会社  

  

研究項目：  

・常時計測による  

身体状態推定  

株式会社エブリハ  

  

研究項目：  

・ケアプログラム  

作成・更新支援 AI 

システムの研究開発  

プロジェクトリーダー  

東京大学先端科学技術研究センター  

原田 達也  

連名契約  

NEDO 

委託  

国立大学法人  

東京大学  

 

研究項目：  

・ケアタスク実施状況  

を提示する XR-AI 

システムの構築  

委託  

委託  委託  
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「AI・XR 活用による空のアバターを実現する『革新的ドローンリモート技術』の研究開発」実施体制  

 

 

国立研究開発法人産業技術総合研究所  

 

研究項目：  

・マルチセンサ搭載 LTE・5G 

ドローンの開発と群制御  

・複数ドローンからの多角的情報に  

基づくデジタルツイン環境の構築  

・異常検知 AI、人等の状態推定 AI、 

VR 環境への没入による XR 提示・ 

インターフェイス技術の開発  

プロジェクトマネージャー  

ロボット・AI 部  

外村 雅治  

国立大学法人東京大学  

 

研究項目：  

・革新的ドローンリモート技術の  

運用開発・システム設計  

・革新的ドローンリモート技術の  

評価及び最適化  

・革新的ドローンリモート技術の  

社会実装化  

委託  

再委託  

株式会社 NTT ドコモ  

  

研究項目：  

・マルチセンサ搭載 LTE・5G 

ドローンの通信環境の構築  

・クラウドを活用したドローン  

データの集約及びデジタル  

ツイン環境の構築  

イームズロボティクス株式会社  

  

研究項目：  

・マルチセンサ搭載 LTE・5G 

ドローンの開発  

・マルチセンサドローンの  

運用と評価データの取得  

プロジェクトリーダー  

東京大学先端科学技術研究センター  

原田 達也  

連名契約  

再委託  

NEDO 

委託  


